
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（実績）
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■事業経費

0

2,339,000

計　画 実　績

2,339,000当初予算額

補正予算額

流用額

予算現額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-02-01-07-003-01-01

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

決　算

2,339,000

決算額

予
　
算

特　記　事　項

特　記　事　項

広報カレンダーには、休日当番医・ごみ収集日・公共機関の休日等のほかに紙面構成を見直して、地
域イベントなど積極的に掲載していきます。

金　額 特　記　事　項細　節

町政だより発行回数

２４回発行

細　節 金　額 積　算　根　拠

印刷製本費 1,131,000
町政だより4.2円×10,250部×25回×1.05

計
画

①町の主要行事、生活情報、各分野の予定などの記事を掲載した「町政だより」（Ａ３版１枚両面
印刷。月２回発行：１日と１５日）を発行します。
②原稿は職員が作成、印刷製本は業者に委託します。
③新聞折込委託により、新聞購読世帯の町内約10,000世帯に配布。新聞未購読世帯への対応と
して、町ＨＰ掲載、公共施設での配布。関係公共機関等への情報提供として郵送の配布を行って
います。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 町政だより発刊費

実
績

担当部課 総務企画部秘書広報課
担　当 広報公聴担当

サブリーダー 林　　博志

財
　
源

どのような成果が現れます（現れました）か？

①生活情報を提供する媒体（役割）の「町政だより」、行政施策や住民の取り組みを周知する媒体
（役割）の「広報たかねざわ」と両者を位置づけることにより差別化を図っています。（月２回発行する
メリットを活かし、タイムリーで且つ、生活に密着したお知らせ等の情報提供に努める）
②ニーズを的確に捉えた情報を提供することにより、町民生活満足度の向上が見込まれます。
③新聞折込での周知方法は、現在において最適の手段であり、説明責任を果たすものとなります。

指　標 目　標　値 達　成　値

通信運搬費 80,000
町政だより関係機関送付代　80円×40箇所×25回

委託料 1,128,000
町政だより新聞折込代4.3円×9,990部×25回×1.05

0


